『仮名読新聞』における否定の助動詞について by 蔡,欣吟
　　　　『仮名読新聞』における否定の助動詞について
The　Negative　Auxiliary　Verbs　in．Kanayomi’shimbun（1875－80）??．?????
要旨：　本稿は、明治初期の小新聞『仮名読新聞』において、否定の助動詞がどのように使用さ
れたのかを調査することによって、当時の庶民層における言語生活の一端と、小新聞の国語資料
としての性格を明らかにすることを目的とする。
　調査の結果、①「ぬ系」がもっとも多く使用され、庶民層においては一般的に受け入れられた
表現と考えられる、②『仮名読新聞』の編集者に、発行初期段階で、「ません」系を積極的に取り
入れようとする意図が推測される、③「ない」の過去形として「なんだ」を江戸語から承け継い
だ痕跡がある、④発話文においては、男性使用の「ねへ」と「ぬ系」、女性使用の「ぬ系」と「な．
い」に使用上の傾向があることがわかった。
キーワード：　『仮名読新聞』、小新聞、否定の助動詞、談話体、仮名垣魯文
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1　はじめに
1．1　本稿の目的
　明治初期の新聞は、周知のように、大新聞と小新聞の二つの系統がある。大新聞は漢文書き下
し体でインテリ向けのものであり、小新聞は総ルビで、談話体が多く取り入られており、庶民を
対象に発行されたものである。ここでは小新聞を調査対象とし、明治初期の庶民層における言語
生活と小新聞の性格を明らかにしたい。
　明治期小新聞を取り上げた先行研究は多数見られるが、助動詞に関する研究はほとんど見られな
い。前稿では『仮名読新聞』における断定の助動詞を調査し、その使用の特徴を見出した。本稿は
また異なる角度から調査することにより、『仮名読新聞』に反映された言語の様相を解明すること
を目的とする。
1．2調査資料
　『仮名読新聞』は明治8（1875）年11月1日に創刊され、明治13（1880）年10月29日まで
五年間にわたって発行された（明治8年の発行当時は『仮名読新聞』であったが、明治10年3
月17日の三百十七号からは『かなよみ』と改題された。本稿では全体を、『仮名読新聞』と統一
して表記する）。当時戯作者としてよく知られていた仮名垣魯文の編集で、横浜毎日新聞会社が創
刊した、当時の代表的な小新聞の一つである。
　今回の調査は前稿と同様に山本武利監修、土屋礼子編集・解説『復刻仮名読新聞』（全九巻明石
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おふれ　　　しんぶん　　　よせぶみ書店1992年）を使用する。『仮名読新聞』では、「官令」、「新聞」、「寄書」が主用な部分である
　　　　　　かなよみちんぶん　　　めうへきぶんが、時には「仮名読珍聞」や「猫々奇聞」などの欄も設けられた。官令は候文体であり、仮名
読珍聞は主に仮名垣魯文が文語体で綴った感想文である。この2種類は談話体から離れているた
め、今回の調査対象から除外した。また、猫々奇聞は当時の花柳界の奇聞を話題とする欄である
ため、読者層が特殊だと考えられる。したがって、用例の採集にあたっては、官令や仮名読珍聞、
猫々奇聞などを除外し、新聞と寄書とのみを対象にした。範囲は明治9年から明治13年までの
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各年の一月から約一ヶ月の分量とする。ただし、明治9年は一月分が欠刊であるため、二月から
の一ヶ月分を当年の調査範囲とした。各年の調査日数は以下の通りである。
年度 明治9年 明治10年 明治11年 明治12年 明治13年
調査日数 13日 21日 23日 22日 23日
L3調査対象
　用例収集の際、「書きはしない」「引込まれもしない」「祈りやせぬ」における「ない」「ぬ」の
ようなものは、否定の助動詞に準じ（吉田金彦1971参照）て用例を収集し、分類としては「そ
の他」にする。また、「美しくない」の「ない」のような補助形容詞は除外した。また、接続の均
等性を考慮して、断定の助動詞に接続する否定の助動詞、例えば、「でない」「でござりませぬ」
などにっいては調査対象から除外し、「相変わらず」「思わず」「たえず」や「みずいらず」など否
定の助動詞に由来しつつも、他の品詞に転じた表現や「知らぬがほとけ」のようなことわざも対
象外にした。
2否定の助動詞全体の使用状況
　『仮名読新聞』で用いられている否定の助動詞は大きく分類すると、「ない系」「ぬ系」「ん系」
「ませぬ系」「ません系」「ず系」「ざる系」「慣用語句」の8種類となる。「慣用語句」は「当為表
現」「仮定」「かもしれない」に下位分類される。「慣用語句」の「当為表現」とは「なければいけ
ない」などの表現である。また、「なければ～ません」に関しては、吉田（1971）にしたがって「仮
定」とし、「かも知れません」については「慣用語句・かもしれない」とした。なお、以上の分類
の表記はすべて活用形式を総括する場合にのみ使用する。一方、「ない＋名詞」「ぬ。」「ず、」など
の表記は具体的に使用されている諸形式であることを示す。以下、新聞欄と寄書欄との使用状況
を見る。
2．1　新聞欄
　『仮名読新聞』の新聞欄における否定の助動詞の使用状況は、地の文と発話文とでは、用法に
相違があるため、これらを分けて見ていくことにする。
2．L1　地の文
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　否定の助動詞は全1235例用いられている。各否定の助動詞の用例数及び使用率ぽ多い順に並
べると以下のようになる。
・「ぬ」522例（42．3％）
・「ません系」88例（7．1％）
・「ね」44例（3．6％）
・「ず」　419例（33．9％）
・「ない」77例（6．2％）
・「ざる系」25例（2．0％）
年度別に表にすると、次の表1となる。
表1
明治9年 明治10年 明治11年 明治12年 明治13年 合計
ない
????。｝
15i　Z4・。　1 20i　58・。　1
??．???
27i・瀦 77i　62・　1???
ねへ
????? ?????? ?????? ????? ???。? ????
その他
????? ????? ???。， ????? ?????? ????
ぬ 53i37・％70i　347・。　1 ・4・｝4激 ・6gi　5魏8gi　374％522i42詔
??
ね
????。? ?????。，
16i　47・。　1
?????。?
17レz1％．44i　36・　1
その他
?????? ??，??? ????。? ????。? ???。? ????
ん系
????? ????? ???。? ????。? ???。? ????
ませぬ系
????? ????。? ????。? ?????? ???。， ???「
ません系
27i189・。　， 1gi　94・。　， 15i　44％　1 17i　55％　1 1d　42・。　1 88iZ1・　1
ず 4・i2脇 80i　396・。　1 ・281374％95i　306％　1 75i3骸4・gi　38卯??
その他
????? ????? ????。? ?????? ???。? ????
ざる系
????? 5i　2銑 ????。? ?????? gi鍬25i　20・　1
当為表現
???? ???? 4；蛾 ?????? oiα％ 12i　1．αl　l????
仮定
???? ????? ????? ???? ?????， ・3i　1・・
かも知れない
???? ?????? ???? ????。? ????? 10io卵　1
合計 　：P431100°・　：Q02：　100°・　：R421　100％　：R101　100°・　1Q38：100°・　1 　　：P2351ヱ00°
@　圏
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　各年の使用状況を見ると、「ぬ」と「ず」とが拮抗していることがわかる。明治10年では「ず」
の使用は一旦「ぬ」を上回ったが、その他の年では「ぬ」のほうがより多く用いられている。大
量に用いられている「ぬ系」に対して、「ん系」は例が少なく、五年間の合計はわずか8例しか
ない。現代口語でよく使われている丁寧表現「ません系」は『仮名読新聞』新聞欄の地の文では
「ぬ」「ず」に次いで、使用率が7．1％の第3位となる。特に明治9年では「ません系」が全体の2
割近くを占め、発行初期段階で積極的に口語体を取り入れようとする試みがうかがえる。ただ、
その後は「ません系」の使用は減る一方であり、明治13年になると、わずか4％しかない。「ま
せん系」が全体の7％の使用率を有するのに対し、「ませぬ系」の使用は少なく、わずかに7例に
すぎない。「ない」は明治9年から明治11年の間、使用率が常に6％以上を占めているが、明治
12年には一転して、わずか2％弱に減少し、明治13年にはまた増加に転じ、10％になっている。
「ない」の音託形である「ねへ」は新聞欄地の文では1例の使用が見られる。後に述べるが、現
代語と同じく「ねへ」は発話文中の使用が多い。「ざる系」は各年ごとの使用率の変化があまり見
られず、約2％である。その他の各否定表現は毎年用いられるものではなく、使用例が見られる年
であっても全体に対する使用率が少なく、顕著な傾向も見られない。
2．1．2　発話文
　発話文における否定の助動詞の用例数は135例である。新聞記事という性格上、発話文に相当
するもの自体が少ないため、その使用数に地の文とは甚だしい差があった。新聞欄の発話文での
否定の助動詞の使用数及び使用率を多い順に並べると以下のようになる。
・「ぬ」34例（25．2％）
・「ません系」25例（18．5％）
・「ず」12例（8．9％）
・「ねへ」26例（19．3％）
・「ない」14例（10．4％）
・「当為表現」8例（5．9％）
　発話文では各表現の使用数の上位3位までは大差が見られない。文語文章語の「ざる系」は新
聞欄発話文では使用例が見当たらない。発話文における年毎の否定の助動詞の使用状況を次頁の
表2に示す。
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表2
明治9年 明治10年 明治11年 明治12年 明治13年 合計
ない
?????? ????? ?????? ???? ????? 14i　104・　1
???
ねへ
?????? ????? ????? ????? ?????? 26i　19詔　1
その他
????? ?????「 ????? ????? ????? ????
ぬ
????? ????? ?????? 11i　彪4％　1 ????? 34i　2卿　1
??
ね
?????? ????? ????? ???? ????? ????
その他
?????? ????? ????? ???? ?????? ????
ん系
????? ???? ?????? ????? ????? ????
ませぬ系
?????? ?????? ?????? ?????? ?????? 151　　370
ません系
：21　　12500：6：　　1Z100：6；　　18200 ：61　　1Z600：51　　29400
|
　1
Q51　185°@1
ず
iO1　　　　000i21　　　5700i71　21．2°・i31　　　880
oi　　o％ 　1P2i　8卯??
その他
iO1　　　　000iq　　　　OOo iO1　　　　000 iO：　　　　000
????????
：0：　　　00
c
ざる系
????????? ???????? ???????? ???????
?????? ????
当為表現
??????? ??????? ????。? ?????? ?????? ????，
????
仮定
??????? ????。? ????? ?????? ?????? ?????
かもしれない
????。， oi　α0・。oi　　o・
?????? ?????? ?????
合計
?????。??
????????? ?????????
?????。?， ??????? 　■P351　　1000
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　各年の用例数が少ないため、使用の変化が見えるとは言いがたい。使用例ゼロの部分に注目す
れば、明治9年では「ねへ」の使用が5例あるが、「ない」は使用されていない。その使用例は
以下のようなものである。
　　　　　　　かどぐち　　　さかなや　　　　おやかたふぐ　　あらた　　　　　　　　　　　　　やすい　　　かは　　　　　　あ
　　（1）　……門口から魚費がモシ親方河豚の鮮しいのがこぜへます安贋から買ねへかと開
　　　　　　　　くち　　もち　　　　　　いたロへ持かけると……（明治9年2月7日、1－33下）
　　　　　　　さけ　　うヘ　　　ベらばう　さけ　のん　　　ほんせう　　　　　　しそくさ　、　きつなちか　　けらい　　たけだぜんきち
　　（2）　ナニ酒の上だと箆棒め酒ハ飲でも本性だぞ……士族佐々木綱親の雇人で武田善吉
　　　　　　　　　　あひて　にが　　　　せうち　　　　きんじよ　よみうりしんぷん　しらせ　このしまっ　だ　　　　　　だぞサア相手を逃しやア承知しねへ近所の讃寅新聞へ報知て此始末を出させる
　　　　　　　　だ　　　　　　かま　　　　　　なら出しても構ハねへ（明治9年2月9日、1・35上）
　　　　　　　　　うま　　　おら　　　み　　　うなり　つい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しかこうおれ　　（3）　○「ヲイ馬さん己ノウ見ねへ鯨聲が付てゐるからがうせいだろう「ナニ鹿公己のハ
　　　　　　どうじこうし　　　　いせい　　い　　　　　　童子格子だから威勢が能いぜと……（明治9年2月9日、1・36上）
　　　　　　　なまゑひ　　　　　きうばら　　　　　　　　　　　　　す　　　　　　　のり　　　　　　　　　よ　　ぽととお　　　　ひ
　　（4）　……生酔もチト憤怒で「コウそんなに勧めるなら乗もしやうが絵ッ程遠いが引イて
　　　　　　ゆく　　　　　　　べらぼう　はうかく　　し　　　　　　ね　　きめ　やつ　　あるもの　　　　　　行か…「ナニ箆棒め方角も知らねへで慣を極る奴が有者かと（明治9年2月27
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　　　　　　日、1－53上）
明治9年の新聞欄発話文における「ねへ」は下層男性町人による発話や酔っぱらいが言い争って
いるような場面で使用されている。「ん系」と「ませぬ系」とは明治10年にそれぞれ1例と5例
ずつ用いられるが、その他の年での使用が見当たらない。「ず系」は明治9年と明治13年とで使
用が見当たらない。また、新聞欄発話文では「ざる系」の使用は1例も出ていない。
2．1．3　地の文と発話文とにおける否定の助動詞の使用に見られる相違
　新聞欄の地の文と発話文における否定の助動詞の使用数は、地の文で1235例、発話文で135
例である。発話文における否定の助動詞の使用数が極端に少ないのは、発話文自体が少ないため
であるが、表1、2に示した使用率を比較すると、地の文と発話文での使用の違いについて、以
下のことが指摘できる。
①地の文の否定の助動詞が「ぬ」と「ず」とに集中しているのに対し、発話文では「ぬ」の使
　　用が最も多いが、極端に「ぬ」に偏るのではなく、「ねへ」「ません系」「ない」なども頻繁に
　　用いられている。
②「ない」は地の文と発話文との使用で大きな差はないが、「ねへ」は明らかに発話文での使用
　　が多い。
③地の文では主として「ぬ」と「ず」とが用いられている。それに対し、発話文では「ぬ」が、
　　地の文と同程度の使用率ではないものの、常に各年で最多の使用数を見た。
④　地の文では文語「ざる系」が25例用いられているが、発話文での使用は見られない。
⑤地の文では「ん系」より「ぬ系」が多用され、「ませぬ系」より「ません系」のほうが多用さ
　　れた。発話文でも同じ傾向が示されている。ただ、「ません系」は地の文では7．1％の使用で
　　あるが、発話文では18．5％も用いられている。「ません系」は発話文では好まれる表現であ
　　るといえる。
2．2　寄書欄
　寄書欄にっいてであるが、否定の助動詞は地の文では230例、発話文では36例用いられてい
る。両者とも使用例が少ないため、その傾向性と特徴を明確に論じることには限界がある。地の
文と発話文における使用数の上位3位を以下に示す。
　　　地の文
・「ず」75例（32．6％）
　　　発話文
・「ねへ」18例（50．0％）
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・「ぬ」72例（31．3％）
・「ない」25例（10．9％）
・「ない」7例（19．4％）
・「ぬ」・「仮定」3例（8．3％）
　上からわかるように、地の文では「ず」と「ぬ」とが多用されており、両者の使用率の差はさ
ほど大きくない。ここでは使用例数を省略したが、「ね」と「その他」を含む「ぬ系」全体は「ず
系」を上回る。寄書欄発話文を除いて、『仮名読新聞』においては「ぬ系」の使用がもっとも多い
ことが見られる。新聞欄地の文で第4位の「ない」は、寄書欄の地の文では「ません系」を上回
り第3位となる。「ません系」は、「ない」に次いでわずか3例の差で第4位となっている。その
他、新聞欄地の文で1例の「ねへ」が、寄書欄地の文では見当たらない。また、「ませぬ系」の
使用も見られない。
　一方、寄書欄の発話文では「ねへ」がもっとも多く用いられており、発話文での否定の助動詞
全体の半数以上を占める。「ない」と「ぬ」とはそれぞれ第2位と第3位であるが、新聞欄の発
話文では第3位の「ません系」が寄書欄の発話文では1例しか用いられていない。寄書欄全体か
らみれば、「ません系」は新聞欄ほど多く使用されておらず、『仮名読新聞』の編集者たちが意図
的に「ません系」を新聞欄のほうに取り入れようとしていることが考えられる。「ませぬ系」も同
じく、用例数は少ないが新聞欄では地の文でも発話文でも用いられているのに対し、寄書欄では
皆無である。文語「ざる系」は新聞欄の発話文と同様に寄書欄の発話文でも使用例が見当たらな
い。
3　各否定の助動詞の使用状況
3．1　「ない系」
　「ない系」は、「ない」「ねへ」「その他」の3種類に分かれる。各表現の形式及び実例を見て
いく。
　「ない」は地の文では全102例、発話文では全21例用いられている。原因理由の表現が下接
する場合、「ないので」10例と「ないから」9例の使用が見られるのに対し、「ないゆゑ」はわず
か2例である。「ない」自体が口語表現であるため、文語「ゆゑ」とは親和しないのであろう。「な
い」の過去の形式「なんだ」は明治12年に1例、「なかった（が）」は4例用いられている。「な
んだ」が文末のみに使用されるのに対して、「なかった」は活用のバリエーションが多い。
　　　　　　　じつ　　が　り　　　　もうじや　　い　　やつ　　つき　　　　　　　しんぶんきしや　　たうしよか　　ふで　　やす　　　　ま
　　（5）一実に我利一瀦と云ふ奴が尽ないので新聞諸や投書家が筆の憩まる間ハ
　　　　　　あり　　　　　　有ますまい（明治10年1月17日、2－45中）
　　　　　　　ぐわんばり　かたま　　　　　　かなづち　　　くだ　　　　　　　げんおうをせう　　　かつ　　　おうせう
　　（6）　……頑張の固つたのは鉄槌でも砕けないから玄翁和尚の一喝でも往生ハします
　　　　　　まい（明治10年1月17日、2－45中）
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　　　　いづ　　めうにちと　　　　く　　　　かへ　　　　かぎ　　こ　　　　　　　みなみなかとお　　　　にしむらや　　かね　　もつ
（7）　……何れ明日取りに来ると帰ッた限り来ないゆゑ南仲通りの西村屋へ金を持て
　　　　きき　　く　　　　聞に来ると……（明治10年1月13日、2－32中）
　　　　このをさ　　　　だう　　　　　　　　　このさき　きか（8）　……此納まりは堂なりましたか此先は聞なんだ（明治12年1月25日、6－71中）
　　　　　めん　　やけど　　　　　　　　　　くち　　　　　　　　　　　　　さくこん　　　　　　　くち　　き　　　　　　　　　な
（9）一一面の火傷ゆゑ二三HPま口もきけなかったが昨今やう一ロカS利けるやうに成
　　　　り……（明治11年1月9日、4－2下）
　「ねへ」は地の文では1例、発話文では44例用いられており、発話文で多用されている。発
話文中でくだけた言い方として使われる「ねへ」には、男性専用で対等または目下の者に向かっ
ていう場合に用いられる終助詞「ぜ」がつくものが2例見られる。今回の調査範囲では「ねへ」
は唯一「ぜ」がっく否定の助動詞の形式である。
　「ない系」の「その他」は、「は」「も」「や」などの助詞の挿入により否定の意を表わすもので
ある。今回調査した範囲ではこのような形式は6例見られ、すべて発話文である。
　　　　　　　それ　　これ　　おや　　ためすこ　　　いと　　　　　　　　　　　　　あん　　　　む　り　　　めへ　　たの　　わか　　み
　　（10）……夫も是も親の為少しも厭ひはしないけれど鯨まり無理なお前の頼み若い身そ
　　　　　　　　　と　　かく　　　　　　らなら兎も角も……（明治12年1月24日、6－67中）
　　　　　このままひきこま　　　し　　　　　　なに　　あいつ　つら　　　　　　　　　　　　おも　　（11）此侭引込れも仕ないから何か那奴に面あてをしてやらうと思ひ……（明治13年1
　　　　　　月10目、8－27上）
　　　　　　　ぢき　　かへ　　　　　かね　　　　　　　　　　かんが　　　こと　　なに　　あ
　　（12）……直に返せるお金じやアないか考へる事も何も有りやアしねへ（明治12年1月
　　　　　　24日、6－67上）
3．2　「ぬ系」
　「ぬ系」の中で、「ぬ」は地の文で594例、発話文で37例用いられている。「ない」、「ねへ」
と比較して、「ぬ」はあまり発話文で用いられない表現である。「ぬ」に原因理由表現が下接する
場合、「ぬゆゑ」は37例あるのに対し、「ぬから」は26例、「ぬので」は20例である。文語「ゆ
ゑ」は「ぬ」に接続しやすいことがわかる。推量の助動詞につく場合、「ないだらう」、「ないので
ありませう」がそれぞれ1例であるが、「ぬ」と「ぬのであらう」も1例しか見られない。
　　　　　　　とかくくわじるし　　め　　　　　　　　　　　ゆだん　　（13）……兎角華印へ目をつけますから油断がならぬ（明治12年1月8日、6－11上）
　　　　　　　　　　　かみ　みちぶしん　　ゆきとど　　　　　　あ　　（14）　「……まだお上で道普請が行届かぬので有らう」といふと……（明治11年2月16
　　　　　　日、4－50中）
　動詞「する」に「ぬ」がつく場合、「せぬ」が2例あり、また、「すぬ」というものも1例あっ
たが、これは誤植の可能性が高い。
　　　　　　　ひやくしやう　　かひだ　　　　　　　あきうど　　　　　　　どうえき　　りくっゆうたらう　　（15）……農民や売出しもせぬ商人があると同駅の理屈勇太郎さんから……（明治12
　　　　　　年1月18日、6－48上）
一33一
　　　　たうしや　　かかりあひ　　　たの　　　　　　　　ながこうじやう　　　ごたいくっ
（16）　　・当社も掛合ゆゑ頼まれもすぬ長口上さぞ御退屈……（明治11年2月25日、
　　　　4－77下）
3．3　「ん系」
　「ん系」の使用は9例のみである。すべて新闘欄で用いられており、寄書欄には見当たらない。
そのうち、地の文では8例、発話文では1例である。
　　　　　　　ねへ　　　わたい　　か　　（17）モシ姉やん妾に買ふておくれんかへ（明治10年1月15日、2－37中）
　　　　　　　めんきよだいげんにん　　ゆる　　　　　　　　ふうせつ　　　　　　　　　　だういふ　　　　　きしや　　　わか
　　（18）……免許代言人を許さる、とか風説がありますが堂云ものか記者にも課らん（明
　　　　　　治13年1月6日、8－10上）
3．4　「ませぬ系」
　常体「ぬ系」の多用に対し、敬体「ませぬ」は11例で、すべて新聞欄で使用される。11例の
うち、6例は地の文、5例は発話文であり、他の否定の助動詞に比べて、「ませぬ系」は発話文中
で多く使われているといえる。
　　　　　　　がうりよく　　うけ　　わけ　　あり　　　　　　かへ　　　しい　　をしもど　　（19）……合力を受る訳は有ませぬと返すを強て押戻し……（明治10年1月15日、2
　　　　　　－37上）
　　　　　　　くら　　こと　いた　　　　　　　　　　ほど　　やゑき　　はるきち　　　　　あぶらや　　しんるい　　　　　あか　　　たて
　　（20）……暗い事は致しませぬゆゑ保土ヶ谷駅の春吉といふ油屋が親類なれば灯りを立
　　　　　　　もら　　　　　　て貰ふと……（明治10年1月6日、2－8下）
3，5　「ません系」
　「ません系」は地の文では109例、発話文では26例用いられている。使用率から見れば、「な
い」とよく似た傾向を持ち、発話文での使用が多いことが認められる。「ません」に原因理由表現
が下接する場合、「ませんから」は17例あるが、「ませんゆゑ」は1例のみで、「ませんので」は
見当たらない。この点も「ない」と同じような傾向であり、「から」に接続しやすいことが見てと
れる。「ません」の過去の形式にっいては、今回の調査範囲では「ませなんだ。」2例、「ませんで
した（が）」2例、「ませんでござりました。」1例があり、江戸語から現代語へかけての過渡的状
況が見られる。
　　　　　　　のせ　　　　　　よ　　　かた　いちかく　はやくねが　　（21）……掲載ませんゆゑお寄せのお方は短文お神速願ひます（明治9年2月13日、1－
　　　　　　40下）
　　　　　　　それ　　　てうめい　　じぷん　　な　　　　　わす　　（22）……夫でも町・名や自分の名はよく忘れませなんだ（明治9年2月21日、1－47上）
　　　　　　きやく　ひとり　の　　　　　　　　だれ　　けが　
?
　　（23）お客は一人も乗つてゐないので誰にも1怪我は有りませんでした（明治11年2月9
　　　　　　日、4－31中）
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（24）
わうらい　はな　　　ゐ　　　しんぷんや　　　かうぞん　　　　　　　　　ざ
・往来で話して居たが新聞屋は一向存じませんで五座りました（明治10年1月9
日、2－15下）
3．6　「ず系」
　「ず」は地の文では494例、発話文では14例用いられている。発話文では「ず」の使用が極
めて少ない。「ず」の連用形に係助詞「は」がついた「ずは」は1例も見られないが、「ずば」は
2例ある。「ずは」から転じた「ざ」は発話文で1例、「ずんば」は1例見られる。
　　　　　　　つづきばなしはなさきちぢいみむす　 ね　をのこわら　　（25）……続々話花咲爺の実を結ばずば根なし男児と笑はれやせん（明治13年1月17
　　　　　　日、8－51上）（明治13年1月17日、8－51上）
　「ず系」のうち、助詞を挿入して用いられている「その他」は2形式、全3例で、すべて地の
文で用いられている。
　　　　　　　わがや　　　　　かへ　　　　　　　さいはひ　　　　　あね　　（26）……我家一へ帰れもせず僥1幸六三の姉といふが……（明1台13年1月25日、8－
　　　　　　74上）
3．7　「ざる系」
　「ざる系」は全41例で、地の文でしか使用されておらず、発話文での使用はない。強く主張
したり命令する意を表す「ざるべからず」は3例用いられている。「ざる」に文語助動詞「き」及
びその活用形がつく用例、そして、「ざる」に推量の助動詞「べし」がつくものからなる「ざるべ
けんや」の使用が1例見られる。
　　　　　　　　ひげ　　ちり　　ごんさい　　ひね　　　　　ゐ　　　　　　　はか　　　　　　　このさい　　やりだ
　　（27）……お髭の塵を権妻に捻らせて居たところ図らざりき此災に動出されて……（明治
　　　　　　10年1月23日、2－63上）
　　　　　　　そののちゆくゑし　　　　　　くわいそうまる　　すくい　
?
　　（28）……其後行衛知れざりしに廻漕丸にて救助を得し……（明治11年1月11日、4－
　　　　　　6上）
　　　　　　　　　　　　　す　　ひと　　かよう　　とり　　　　し　　　　　　べ　　　　　　　　　　　　　　　　　そ　ん　　　ぢぐち　　　　　　　　やう　　きみがた　　みやこ　　（29）君方の様な都に住む人は彼様な鳥だも知らざる可けんやでゲシテ、マア其様な地口
　　　　　　　　　　　　　　　　とりひろやめ そ　こへ　　　　　　は止にして其処ヅ＼ト鳥広げな（明治10年1月27日、2－78下）
3．8　「慣用語句」一「当為表現」「仮定」「かもしれない」一
　慣用語句は、「なければならない」のような「当為表現」、仮定条件を表わす「なければ」の
後に否定の助動詞を伴った述語がくる「なければ、～ない」、連語形式「かもしれない」の3種類
に分類した。
　まずは「当為表現」を見ていく。「当為表現」は地の文では18例、発話文で9例用いられてい
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る。使用形式は、以下のとおりである。
ないではならない
文の地
0
発話文
　1
なければならぬ
なければなりますまい
?? ?←?
なければいけません
んければいかぬ
??? ???
ねばならぬ
ねばなりません
ねばなりますまい
にやならぬ
にやならない
????? ?????
ざなるまい
ずばなるまい
ずばなるめへ
??? ???
合 計 18 9
　これらの使用状況から判明することを記述的に点描しておく（ただし、用例数があまり多くな
いことを考慮しておく必要がある）。
①否定の助動詞の全体から見れば、地の文対発話文の使用率は約9対1であるが、・「当為表現」
　　では2対1となっている。　「当為表現」は発話文中では比較的多用されているといえる。
②「ねば」（短縮系「にや」3例を含む）は12例で、「なければ」（「んければ」を含む）は10
　　例であり、この2種類が頻繁に用いられている。また、この両者においては「なりますまい」
　　「ならぬ」と自由に組み合わせることができる。
③　　「ずば」は全4例、「ずぱ」から転じた「ざ」は全1例用いられている。文語表現に偏るため、
　　後接要素に制約があるようで、　「なるまい」　「なるめへ」しかつかない。　　　・　　　’
　　　　　　　かんが　　み　　　　せがれ　　をれ　　　とし　　した　　　にようばう　　もた　　　なる　　　　　きよねん　　（30）……考へ見れば停は己より年は下だが女房を持せざ成まいと去年の十二月…
　　　　　　…（明治13年1月14日、8－38中）
　　　　　　　なに　　　ぽん　　　　　　　　　　　　　　　　な　　（31）……何か一章チョコーカ・＼ずば成るまい……（明治13年1月6日、8－12上）
④現在ではあまり耳慣れない「ないではならない」の使用が発話文中1例見られる。その一方、
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　　現代語でよく使用される「なくて」は今回の調査範囲では当為表現としては1例も見られない。
　　　　　あした　　　　　　　 とど　　　　　　　　　　　　　　ははおや　 ぐち　 こぼ　　（32）翌日は十日早々お訴けをしないではならないと母親が苦情を醗すも……（明治9年
　　　　　　2月13日、1－39上）
⑤　「んければいかぬ」は発話文中で1例見られる。話し手は男性で、感情が高ぶった場面で用い
　　られている。
　　　　　やくしやおこだ　　　しつ　　（33）俳優が怒り出して「モツト確力・りチンー一とやってくれんければいカ・ぬ「へい
　　　　　　　またひきだ　　　　　　と又弾出すと……（明治11年2月23日、4－75上）
⑥後ろに「いけません」が来る例が1例見られ、「なければいけません」の形式が採られる。強
　　く義務を述べる文で用いられている。
　　　　　　　　どめ　　　どめ　　はや　しゆとう　　（34）……二度目でも三度目でも早く種痘をしなければいけません（明治11年2月8日。
　　　　　　4－26上）
「仮定」は地の文で17例、発話文で4例が用いられている。詳しい形式は以下のとおりである。
なくっちゃあ～ねへ
文の地
0
発話文
　2
なけりゃ～ない
なければ～ません
なければ～まい
なければ～なりますまい
なければ～ぬ
なければ～ず
ねば～ぬ
ねば～ず
???? ?
ざ～まい
ずば～まい
ずんぱ～べからず
??? ??
ざれば～ず 1 0
合計 17 4
「仮定」の使用状況についても、　「当為表現」と同様、判明することを記述的に点描しておき
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たい（用例数の少ないことによる限界も、前項と同様）。
①「仮定」は前部と後部との結合が緊密なものではないことから、共起する形式が多様である。
②「なければ」の使用がもっとも多く、9例用いられている。そのうち、「なければ」の短縮形
　　の「なけりゃ」は発話文中で1例使用され、共起する形式は「ない」であり、口語の性質が強
　　い。
　　　　　　　　きやく　　そと　　はりこ　　　　　　　　　　　かんさつかせ　　（35）……お客を外で張込まなけりやア鑑札稼ぎにもならないが……（明治10年1月8
　　　　　　日、2－12中）
③「当為表現」で用例が見当たらない「なくて」の形式は、「仮定」では「なくっちゃあ」の形
　　で2例用いられ、「ねへ」と共起している。2例とも発話文中の使用であり、話し手は職人体
　　の男性で、くだけた場面で用いられている。
　　　　　　　きりちうなげし　　　　　　　　　で　き　　　　　　　　　　　き　　　　　つもり
　　（36）……羽織帯の支度でも出来なくッちやア切らねへ意よ（明治10年1月20日、2
　　　　　　－58上）
④「ずば」を強めた言い方「ずんぱ」は2例見られ、後ろに強い禁止を表わす「べからず」が
　　来る。また、「ずは」は近世口語で「ざ」に転じた形式もあり、「ざ～まい」は1例見られる。
　　　　　　　はうぎうぶんこ　　　　ばん　　　いゑものき　　　　　　あるべ　　（37）……放牛文庫の十八番のお家物聴かずんば　可からずと……（明治10年1月10日、
　　　　　　2－20中）
　　　　　　し　　　　や　　　　　　さ　みせんまく　　　　　　にうす　　になし　　　こんど　　ねこれん　　も
　　（38）　「死なざ止むまい三味線枕らなんぼ新聞で消化ても今度は猫連が若し……（明治10
　　　　　　年1月20日、2－57下）
　「かもしれない」の類は地の文に10例、発話文に1例あり、全11例使用されている。そのう
ち、「かもしれねへ」は発話文で用いられているが、その他の形式はすべて地の文で使用される。
4　発話文における話者の性別による使用差
　次に、発話文中の否定の助動詞の使用者による使用状況を見ていく。新聞欄と寄書欄に大きな
差が見られないため、分けずにまとめてみることにした。また、主要な表現形式のみを対象とし
て、各否定の助動詞の「その他」の形式と、「当為表現」「仮定」「かもしれない」は除外した。結
果を次頁の表3に示す。なお、空欄は用例がないことを意味する。
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表3 ?? ? ?? ??
???
????
?
??
男性 1 4 2 15 11 11
女性 13 1 1 3 35
不明 1 1
合計 214 3 1 2 1 14
　全149例のうち、男性発話者は112例、女性発話者は35例、性別が明確でないものは2例あ
る。男性の発話回数が女性よりはるかに多いため、否定の助動詞の用例数には著しい差があった。
この表からは以下のことがわかる。
①
??
④
　「ません系」は男女ともに多く使用する。それ以外では、男性発話者が「ねへ」「ぬ系」を、
女性発話者が「ぬ系」「ない」を多用するという特徴が見られた。
　「ない」は男女ともに用いているが、「ない」の音詑形「ねへ」は男性だけが用いている。
　「ん系」の使用例は例（17）である。女性の使用例しかなく、関西在住の女性による発話
と推定される。
　「ませぬ系」と「ません系」は性別を問わず用いられているが、『仮名読新聞』の発話文中
で男性が「ませぬ系」「ません系」を使用しているのは、改まった場面か、聞き手が初対面の
人や目上の人などの場合であり、くだけた場面では見られない。
5　まとめ
　以上、『仮名読新聞』の明治9年から明治13年までの各一月分における否定の助動詞を調べた。
今回の調査では、否定の助動詞は寄書欄発話文を除いて、「ぬ系」がもっとも多く使用され、当時
の庶民層によって一般的に受け入れられていた表現と考えられること、また、各否定の助動詞に
は下接する表現に使用上の傾向があることが明らかになった。全体における特徴を次に示す。
①『仮名読新聞』における新聞欄では「ません系」の使用が多いのに対して、寄書欄での使用は
　少ない。これは特に発行初期の段階で顕著である。当時『仮名読新聞』の編集者が積極的かつ
　意図的に「ません系」を取り入れようとしていたことが考えられる。
②「ない」の過去の形式にっいて、「なんだ」は1例、「なかった」は4例用いられている。そし
　て、「ませなんだ」と「ませんでした」はそれぞれ2例ずつ用いられている。編集者仮名垣魯
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　文による他作品である『安愚楽鍋』や『胡瓜遣』では「なかった」のみが使用されている（田
　中章夫、1981）が、『仮名読新聞』明治12年の地の文では「なんだ」が見られる。『仮名読新
　聞』には、江戸語からの継承の痕跡があることが注目される。
③発話文における使用に性差が見られ、女性は「ぬ系」を、男性は「ねへ」を多用する。『仮名読
　新聞』の発話文における男性使用の「ねへ」と「ぬ系」、女性使用の「ぬ系」と「ない」に使用
　上の傾向がある。
　『仮名読新聞』の否定の助動詞を調査したことで、当時使用されていた否定の助動詞の特徴を
見出すことができた。さまざまな文体が試されていた明治初期の様相を、小新聞『仮名読新聞』
は反映しているのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（明治大学文学研究科博士後期課程　日本文学専攻）
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